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緒 言

指宿植物試験場では,大 正7年 より温泉熱を利用 した施設 と作物の栽培研究を行っている。とくに小ナス

栽培 は大正末期から指宿の特産野菜 として普及に努力 してきた。前回の実験では送風用のビニルチューブを

利用 して温泉 を流 し用土加温 を行い,土 壌温度の上昇,収 穫個数増加の効果が認められたが,潅 水,施 肥等

の作業が困難になる問題点が生 じた。

これ らの点 を改善す るため,今 回の実験で は,加 温用の ビニルチ ュー ブを塩化 ビニル製パ イプに替 えて,

栽培用土上の設置から栽培用土中に埋設する方法を検討 した。

材料と方法
品種 は本場 で育成 した御幸千成 を供 した。実験 は ビニルハ ウス内で,1995年1月10日 か ら1995年3月22日

まで行った。試験は慣行区1床 と泉熱利用土壌加温区1床(以 後加温区)と した。

各区の栽培床 は幅80cm,長 さ18mの 金網隔離ベ ッ トで高 さ20cmの コンクリー トブロ ックの上 に置 き,栽 培

用土 は深 さ15cmと した。株 間30cm,条 間40cmの2条 千鳥植 えと し,各 床 とも81本 を植 えた。

加温 区は小 ナス栽培用土 中に直径40mmの 塩化 ビニル製パ イプを地表面 よ り10cmに 埋 め込 み,パ イプ中に温

泉 を流 し,加 温 区の熱源 と した。

調査は気温,土 壌の深さ10cmの 温度,果 実収穫数について行った。果実収穫数は慣行区,加 温区の生育の

揃 った6株 ずつ,計12株 について調査 した。施肥は第1表 の ように行 った。

第1表 肥料施用量(1株 当たり)

肥 料 名 基肥10月 追肥11月 12月 1月 2月 3月 全量

菜種油粕 200g 200g 200g 200g 800g

骨 粉 509 50g 50g 50g 200g

熔 燐 48.5g
1

10g 10g 68.5g

塩化加里 41g 10g 10g 61g

苦土石灰 50 g259 25g 20g 20g 20g 160g

結果 と考察

1.温 度

実験期間中の気 温は外気 温平均11.0℃,ナ スハ ウス気温平均20.3℃ で,室 温 の方が9.3℃ 上 回った(第1

図)。 土壌 温度は,加 温 区平均24.0℃,慣 行 区平均16.6℃ とな り,7.4℃ 上 回る結果 となった(第2図)。 前

回の ビニルチューブに よる地表面暖房実験 での土壌温度 は加温 区平均28.1℃ で慣行 区よ り7.0℃ 上 回 った。

2.果 実収穫 数

今回は加温 区が 慣行 区 よ り少 な く推移 し,実 験終了直前(実 験 開始63日 後,1995年3月13日)に なって,

加温区が慣行 区 を上 回る結果 になった(第3図)。 前 回の実験で は実験 開始時か ら実験 終 了時 まで,加 温

区が慣行 区 を上 回った。

この原因 として考 え られるのは,加 温用パ イプ設置場所 の違 いが ある。前 回の実験で は栽培床上 に熱源

用 と して直径30cm,厚 さ0.1mmの ビニルチ ューブを設置 し,そ の中に温泉 を流 したが,こ れ は小 ナス の茎

葉にほ とん ど接す る状態で あったため,チ ューブの熱が植物体近 くの気温 も上昇 させ,着 果数が増加 した

もの と考え られる。今 回の実験 では,パ イプを用土 中に埋設 した ため,空 気 中に放散す る熱量が少 ないた

めではないか と考 え られる。

この ことか ら土壌温度 のみ を上 げれば顕著 な収穫個数増加 につ なが る とは必ず しも言 えず,ま た,加 温

区の方が慣行 区 より収量が少 なか った原 因について は今後,再 度実験 を行い検討 したい。各土壌 加温法の

施設,栽 培上 にお ける利点,欠 点 を第2表 に示 した。

第2表 各土壌加温法の利点と欠点

塩化ビニル製パイプ埋め込み加温法 送風用ビニルチューブ加温法
『

利 点
1.潅 水,施 肥 等 の 管 理 が 用 意

2.簡 単 に加 工 が で き る

1.放 熱 しや す い

2.チ ュ ー ブ が 栽 培 床 に接 す る 面積 が 広 い

欠 点
1.放 熱 しに くい

2.温 泉 量 が 少 ない

1.潅 水,施 肥 等 の 管 理 が 困 難

2.チ ュ ー ブ の 加 工 が 難 しい
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第1図 気 温(午 前9時)。
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第2図 土壌温度(午 前9時)。
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第3図 小 ナス収穫積算個数。


